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◆章構成◆
第1章 財務諸表監査の意義と現状
第2章 IFRS導入下での財務諸表監査の問題
第3章 諸外国での対応
第4章 日本における在り方
)








 (
コスト＝監査報酬
)
 (
基本的には、工数計算
！
（
日
数
×1日当たり単価）
1日当たり単価は、大体10万円～15万円の間で算定されるのが一般的
である。
会計士
自身
のキャリアによって想定単価は
異なる
が、一般的な監査チーム編成及び人員計画を立てると、
1
人当たり
1日
10万～15万
円辺り
に落ち着くのが、今の会計監査の相場
。
) (
◎監査法人に支払う監査報酬
の額
に影響を与える要因
[1]企業規模（売上、資産、利益）
[2]取引の複雑
[3]グループ会社数
[4]事業所数
[5]業種・業界の特殊性
[6]内部統制（内部管理体制）の整備状況
etc…
)[3]内部統制（内部管理体制）の整備状況












 (
監査は、会社の財務諸表が適正であるかどうかについて意見を表明するもの
であり
、その前提として
会社の内部統制が有効に機能していること必要不可欠である。
また、正確かつ迅速に開示書類を作成する社内体制の確立や、法改正等の情報がタイムリーに収集される社内体制が必要で
ある
。
したがって
、監査が効率化（“
内部統制の質の向上”及び“監査実施コストの低減”によって会社にもたらされる便益の合計
）
する事は、そのまま会社の健全かつ効率的な経営につながる
ものであると言える。
)






 (
同業の有価証券報告書を集めて検討すれば、比較をすることで支払う監査報酬の度合が把握できる。しかし被監査会社の社内管理体制は監査報酬に大きく影響する要因だが
、
他社と容易に比較できない。
もし管理体制が整っていなければ監査に携わる人員を多く要するだけでなく、手間も大変であり、工数がかかるのである。故に
監査報酬が高額化
していく。しかしこういったものは
当事者にしかわからない
というのが実情で、一般に開示される情報から
客観的に比較することが極めて困難
であるといえる。そのため、
仮に同業種、売上規模、資産規模、グループ会社数であったとしても、必要な監査工数は全く異なり、監査報酬に差が開くこともあり得る
。
)
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) (
6/11
付　日本経済新聞に「上場企業の担当監査法人、準大手・中小のシェア上昇」との記事が掲載されていました。大手監査法人（新日本、トーマツ、あずさ）3社の監査報酬の値上げが厳しく、顧客企業が準大手（あらたなど）や中小の監査法人へ切り替えの動きが出ている
そう
です。
新日本：　27.3％（▲1.1ポイント）
トーマツ：　24.9％（▲0.4ポイント）
あずさ：　20.4％（▲0.4ポイント）
準大手・中小：　27.4％（＋1.9ポイント）
というように変化したようです。
ということは・・・寡占は
今後解消していく
ということです・・・
) (
（
お詫び）
　　
監査業界で準大手・中小監査法人のシェアが上昇したとの記事がありました・・・
　　　　　
（
ショック・・・
）
) (
IFRS
を導入すると、どちらの視点から見てもコストは増加してしまう！
（さて・・・どうしよう・・・）
) (
IFRS
を導入した後のコスト
 （
in 
United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland
）
)[image: ] (
主要上場企業　前３月期４７％増、厳格化映す　会計士の作業増加
　企業の監査コストが急増している。主要上場企業２８８社が支払った監査報酬は合計６２５億円と前の期に比べ４７％増えた。会計・監査不信を背景に監査を厳格化する動きが広がり、会計士の作業時間が増えているためだ。
なかでも増加が大きかったのは日立製作所やＮＴＴなど米国会計基準で決算書類を作成している企業。３１社合計の監査報酬は七五％増えた。監査報酬が十億円強増えた三井物産は「前期から米国基準で義務付けられた内部統制監査の費用が大きい」（今井和也副社長）と話す。ホンダ、トヨタ自動車はそろって２倍強に急増した。
０８年度からは、企業が粉飾決算を未然に防止する社内の管理体制を報告書にまとめ、監査法人の監査を受ける「内部統制ルール」が日本でも全上場企業に義務付けられる。青山学院大学大学院の八田進二教授は「今後は内部統制関連の監査費用が確実に膨らむだろう」とみる。内部統制では監査報酬に加え、システム導入などの費用も発生するため、企業の収益を圧迫しそうだ。
) (
監査
コスト膨らむ（日経新聞2007/07/11）
)
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